
























































6天地の長さが 18cm 以下の薄手の資料には、3 穴ステッチで対応できる。これより大きい重い資料には、5
穴ステッチで対応する。
ここでの 3 穴ステッチの図解では、1 括のパンフレットで解説している。平綴じのものにも、同様の綴じ方
で対応できる。
綴じ糸は本の天地の長さの 2 倍に 10～15cm 足した長さを用意する。
パンフレットの内側から綴じ始める。綴じ穴 2 に針を通す。
パンフレットの内側に 5cm 残して、糸を外側に引く。パンフレットの外側から綴じ穴 1 に針を通す。
7綴じ穴 2 に残した糸を引いてしまわないよう注意して、綴じ穴 1 に糸を通す。パンフレットの内側から、
綴じ穴 2 をとばして、綴じ穴 3 へ進む。
綴じ穴 3 に針を通し、パンフレットの外側に糸を引く。本紙を破らないよう綴じの進行方向に糸をそっと
引っ張る。パンフレットの外側から綴じ穴 2 に戻り、綴じ穴 2 に針を通す。










ら通す。同様に 1 の穴へ背側からと天側からも糸を通す。2 の穴へ戻って通し、次に 3 の穴へ。続いて 4























































































原文 Altemis BonaDea 著 「Conservation Book Repair: A Training Manual」アラスカ州立図書館 1995
年、URL：http://www.library.state.ak.us/hist/conman.html
実技内容 5と 6以外の解説と図解は、同書の日本語訳版からの抜粋による。アルテミス・ボナデア著 伊
藤美樹 訳「館内で本を修理する」株式会社資料保存器材 2008年、
URL: http://www.hozon.co.jp/report/ito/ito-no003-bona01.html#ito003no1
